
てつどうしざ

らがそれぞれの地位から逸脱するときは，それぞれ個々として

は近代化であ っ ても ， 事業経営としては近代化にならず， むし

ろ事業経営をかき 乱す主主因となって近代化の反対物と化するお

それさえ生ずる。これらの部分近代化をそれぞれ正しい地位に

おき ， これらを事業経営の近代化の一環として，事業経営全体

の総合力たらしめるものは管理の近代化である。

鉄道事業においても一般企業と同じ く管理の近代化ははなは

だしくたちお く れている。近代化が設備 ・ 技術等の近代化を中

心として炭附されている一方， これを管誼! し巡蛍する管迎後十~II~

と制度は依然として非近代的である。このためにた と えば設備

の近代化が進展して く れば く るほど， 管]3J!の立遅れの燃が顕著

にならざるを得ない。ここにおいて設備 ・ 技術等の近代化に努

力を傾けるならば， 同時にこれに対応すべく 管砲を近代化しな

ければならない。

近代化の近代化たるゆえんは人々がが]近代的な生活態度， 思

考様式から合j!J!的な行illJJと 忠、考の綴式に生れ変る とこ ろにある。

合斑化は精神革命を伴なうこ とによ って近代イじた り う るのであ

っ て，これが経営において実現される場はすぐれた管型の場に

おいてである。

このような管]3J!の近代化を災現するための直接の対象となる

ものは管四方式であって， こ の中には金・人 ・ 物 ・ 仕司l のいっ

さいの組織機構と組織主I!営方法(制度) と， さらにそれらの結果

を看守する方法との近代化が考えられる。組織は共同の目的に

肉って人々を協働させるための仕組であり ， 運営方法はこ の仕

組の動かし方であり，結来の看守方法はこれら両者の動き方お

よび結来を，最初の考量と比較してその差Nを発見する方法で

ある。

組織祖母椛の近代化は協働態勢を能率化する一方，その各部分

に人間性を保持させるような仕組を作ることを目標としている。

能率化のためには消極的には業務の整理統合が行われ， gt駆的

には業務の分化と 僚準化を行 っ て科学的な分業組織を確立する

こ とである。組織の各部分に人間性を保持させるためには，組

織を構成している最小の単位に配置2された各人に， 分担の範凶

内で自己の能力を発期する機会を与え，自主的に行動するよう

仕組むこ と である。 能率化は仕事の配合を鳥人的に決める傾向

をやめて， 仕事の属性によ って区分 して執行の範凶を限定して

いくこ と を主11艮 として，人間性を組織の編成から極力排除する

が， 一度分割された一定範凶の仕事の分担の中では，各人の個

性の最高度発慨を 1'[わせるよう執行を人開化する ことを主眼と

している。組織の近代化はこれら両者の調和l のもとで実現され

なければならない。

組織運営方法の近代化には業務巡行の迷皮と確実性を高める

こと， 組織の紘一性と秩序を保持するための工夫を行う一方，

運営の場に納得の社会を累朕確立していくこ とを 目傑としてい

る。前者のためには消信量的には事務の流れの短縮，巡行H寺 flfl の

スピ ー ドイむならびに関係箇所の省略統合が行われ， 積極的には

仕事の流れの同時化と自助化を行って，組織の各部分に待合わ

せ時間がないような共振状態に仕事の流れを組合わせてその配

世を決め，あるいは個々人が直接接触によ って仕事を進める こ

とをな く すために権限のあ り場所を考えるとか，人間の性質の

欠陥を自動的に防ぐための官官制度を制定する。

統一性と秩序の保持のためには執行部局と補助部局との明確

化， 組織内の命令系統を Iy'j らかにする。さらに能率と統一性と

を同時に確立するために， 分化された仕事の分担をふたたひ.集

中 L桜械化する。民主化の方向 としては委員会または会殺を組

織の各庖に確立すること である。これによっ て従事員は自己の

fé)思表明の機会をあたえられ， 問題が民主的に解決される。

以上管理方式の近代化のための組織後併と その運営面の近代

化を確突にするためには，べつに組織に配i註された職員が組織

の首位者と同時活動するための教育訓練の近代化が必要である。

さらに各管理単位の自主性の確立には， 各自 の仕事の成果の客

観的判定のための内部監査方式の科学化が必要 と なる。
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てつどうしざい 鉄道資材 狭い意味では鉄道において使用

される資材を指すが，広い意味では， 鉄道において使用される

資材にl刻して行われる事務， すなわち準備 ・ 購入 ・ 配給および

巡m等，この事務を執るための事務の体系および組織， その鉄

道経営において占める位置，およびその社会経済におよぼす影

響等を指す。

l 鉄道資材の社会経済における位置 鉄道がその事業運営

上使用する資材の品目は広範であり，かつ鉄道企業の本質と し

て経営規模は大きく ならざるを得ないため， その使用する資材

も大量である。まず品目の範凶について見ると鉄鋼， 木材， セ

メン ト， 石油およ ひ.石炭等の生産材から机，いす， 用紙， 医療

用品および時計等の消政材におよび， 一般市場において販売さ

れる商品ばかりでな く ，鉄道国有の所要物品に至るまできわめ

て多織である。したがって鉄道が使用する資材の供給者には，

霊工業あり軽工業ありまた大小各種規模の企業あ り ， あるいは

また生産企業あり商企業あり，ほとんどあらゆる産業部門にお

ける各階胞が直篠間接に関係をもっている。また鉄道が消旋す

る比重が国内総生産数量に くらべて高く ， 資材の供給者の中に

は，鉄道との取引を中心としている場合が多く ， これら供給者

の鉄道への依存度は高いわけである。以上の点を国鉄について

見ると，消波する資材の大量な点でわが国では最大の企業であ

るから，これに凶係を有する産業部門は広範であり，かつ依存

度の高いものも多い。たとえば鉄道車両工業については全需要

の60-70% を国鉄の需要が占めており ， 信号保安装置工業につ

いてはこれが約 70% となっている。 国鉄の昭和 28 年度以降の

消'1'1.突絞を見ると ， いわゆる l狩i成品勘定を巡って消費される資

材は毎年約 1 ，000 億円であって， 国鉄の総支出の約 3 分の l と

なっている。昭和 11 年からの貯!被品の決算商の推移を示すと

次の通りになってい る。

国鉄j刑政品決算額

昭和 11 年

16 

21 

28 

29 

30 

単位千円

139,558 

321,159 

5,163,009 

106,311,071 

102,814,726 

98,123,575 

31 105,023,786 

国鉄が使用する資材のうち国鉄閤有の資材を除く主要資材の

消政数量と，わが国の生産高 と を比較すると次の通 りである。

鋼材

工 皮 I (告義語品詰) I 国鉄使 用E13乾麗5
l昭和 22 年 I 635,9I9 t I 59,311 t I 9.3 

23 年 I 1,200,801 98,623 8.2 
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